



和歌山市立野崎西小学校 山田充洋・井沼瑶  



















④ 単元計画：7時間で実施した。詳細は表 1に示す。 
 
表 1．単元計画 























































































1 2 3 4 5 6 7 平均
成　果
意欲・関心
　学び方
　協　力
全体  
全時間を通して見ると、停滞、低下した単元であった。意欲・関心については第 1時が最も
高く、その後徐々に低下している。成果の面でゲーム開始時の第 3時に向上しているが、その
後は低下傾向にある。また、第 5時にすべての因子が低下しており、第 6時に持ち直している
ものの、全体的には低下傾向であった。 
 
5．まとめ 
ボールを保持できないテニス型は、難易度の高さのため習熟度に個人差がつきやすい。特に
3 年生は簡易版ではあるがスポーツ種目に触れる最初の機会であり、ボールを持てないという
ネット型独自の難しさに対してさらなる配慮が必要であった。今回使用したスポンジボールの
スピードが速く、対応できない子どもが多く見られた。このことが、断続的な授業評価の低下
につながったと推測できる。さらにゆっくり跳ねるボールなど、用具の工夫によって、テニス
型の実践が可能となるであろう。 
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